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国際目標に求められるアプローチ

環境省：http://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/aichi_targets/index_05.html

「ネイチャーポジティブ」達成には様々なアプローチが必要

生態系の景観レベルで空間計画、重要
な生息地の保護や侵略性の種の防除

グリーンインフラ・NbSによる、市民の健
康と生活の質の向上

健康的な食生活、食品の供給と消費に
ともなう廃棄物の削減、環境負荷の軽減

保護・保全

負荷軽減

創出・活用

⽣物多様性国家戦略2023-2030（国の計画）

環境省 https://www.env.go.jp/council/12nature/900432760.pdf

NPに向けた⽣物多様性保全へのアプローチ

• 自然を保全する：OECM・自然共生サイト

• 自然への負荷を減らす：企業情報の開示

• 自然を活用する：グリーンインフラ・NbS

NbS・グリーンインフラ
２．持持続続可可能能なな利利用用及び利益配分による人々のニーズを満たすこと

ターゲット11
すべての人々と自然のために、自自然然をを活活用用ししたた解解決決策策及及びび／／又又はは生生態態系系にに基基
づづくくアアププロローーチチを通じて、大気、水及び気候の調節、土壌の健全性、花粉媒
介及び災害リスクの低減、並びに自然災害からの保護などの生態系の機能と
サービスを含む、自然がもたらすものを回復、維持及び強化する。

出典：IUCN,2020 自然に根ざした解決策に関するIUCN世界標準の利用ガイダンス

自然環境を活用した社会課題の解決

日本の社会課題、環境問題

人口減少・高齢化 地域経済の停滞 災害リスクの高まり 環境問題の深刻化

雇用の悪化
格差の拡大

⾦融の不安定化

洪水の発⽣
異常気象の頻発化
巨大地震のひっ迫

気候変動の進⾏
資源の不⾜

⽣物多様性の劣化

担い⼿不⾜
医療費の⾼騰
国土の荒廃

多様な社会課題に対して、⾃然環境をどのように活かすか︖

「グリーンインフラ」
(Green Infrastructure）

政策概念の意味

地域活性化 防災・減災

環境保全

ググリリーーンンイインンフフララ

環境保全

地域活性化 防災・減災

＜各テーマ単体の取り組み＞ ＜統合的な概念＞

自然が持つ多様な機能を賢く利用することで、持続可

能な社会と経済の発展に寄与するインフラや土地利

用計画を、グリーンインフラと定義する。
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ネイチャーポジティブとNbS・グリーンインフラ

京都産業大学 ⻄⽥貴明

目次

1. ネイチャーポジティブに向けた社会動向

2. NbS・グリーンインフラの政策動向

3. グリーンインフラの社会実装研究

環境省 生物多様性国家戦略2023-2030 https://www.env.go.jp/content/000262619.pdf

ネイチャーポジティブへの転換

https://www.naturepositive.org

NbS /  GI

22000000
年年代代

2010年代
2010 2012 2014 2016 2018 2020

22002200年年
代代

生
物
多
様
性

の
主
流
化

（
国
戦
略
）

経済評価

民間参画

資金動員 グリーンインフラ

自然資本プロトコル

東日本
大震災 豪雨災害

新型
コロナ

COP10 復興 SDGs

流域治水

社会動向

Eco-DRR

脱炭素

TCFD

人口減少
社会

近年、生物多様性（NP）に向けた動きが加速

⽣物多様性政策の20年の流れ

パリ協定

自然資本情報開示

ESG

OECM30 by 30連携協働

COP15

ネイチャーポジ
ティブ（国戦略）

⽣物多様性条約第15回締約国会議（COP15）（2022年）
生物多様性条約（CBD）第15回締約国会議（COP15）、カルタヘナ議定書第10回締約国会合（CP-
MOP10）及び名古屋議定書第4回締約国会合（NP-MOP4）の第二部が、2022年12月7⽇（⽔曜⽇）〜
19⽇（月曜⽇）、カナダ・モントリオールで開催された。

外務省 https://www.mofa.go.jp/mofaj/ic/ge/page22_003988.html

昆明・モントリオール枠組（2030年までの新目標）が採択

84

参考資料3-5　第4回講演資料2　西田講師　スライド　



85

国際目標に求められるアプローチ

環境省：http://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/aichi_targets/index_05.html

「ネイチャーポジティブ」達成には様々なアプローチが必要

生態系の景観レベルで空間計画、重要
な生息地の保護や侵略性の種の防除

グリーンインフラ・NbSによる、市民の健
康と生活の質の向上

健康的な食生活、食品の供給と消費に
ともなう廃棄物の削減、環境負荷の軽減

保護・保全

負荷軽減

創出・活用

⽣物多様性国家戦略2023-2030（国の計画）

環境省 https://www.env.go.jp/council/12nature/900432760.pdf

NPに向けた⽣物多様性保全へのアプローチ

• 自然を保全する：OECM・自然共生サイト

• 自然への負荷を減らす：企業情報の開示

• 自然を活用する：グリーンインフラ・NbS

NbS・グリーンインフラ
２．持持続続可可能能なな利利用用及び利益配分による人々のニーズを満たすこと

ターゲット11
すべての人々と自然のために、自自然然をを活活用用ししたた解解決決策策及及びび／／又又はは生生態態系系にに基基
づづくくアアププロローーチチを通じて、大気、水及び気候の調節、土壌の健全性、花粉媒
介及び災害リスクの低減、並びに自然災害からの保護などの生態系の機能と
サービスを含む、自然がもたらすものを回復、維持及び強化する。

出典：IUCN,2020 自然に根ざした解決策に関するIUCN世界標準の利用ガイダンス

自然環境を活用した社会課題の解決

日本の社会課題、環境問題

人口減少・高齢化 地域経済の停滞 災害リスクの高まり 環境問題の深刻化

雇用の悪化
格差の拡大

⾦融の不安定化

洪水の発⽣
異常気象の頻発化
巨大地震のひっ迫

気候変動の進⾏
資源の不⾜

⽣物多様性の劣化

担い⼿不⾜
医療費の⾼騰
国土の荒廃

多様な社会課題に対して、⾃然環境をどのように活かすか︖

「グリーンインフラ」
(Green Infrastructure）

政策概念の意味

地域活性化 防災・減災

環境保全

ググリリーーンンイインンフフララ

環境保全

地域活性化 防災・減災

＜各テーマ単体の取り組み＞ ＜統合的な概念＞

自然が持つ多様な機能を賢く利用することで、持続可

能な社会と経済の発展に寄与するインフラや土地利

用計画を、グリーンインフラと定義する。
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国の⾏政計画におけるグリーンインフラの導入
国土交通省国土形成計画（全国計画）82015

国土交通省国土利用計画（全国計画）8

国土交通省社会資本整備重点計画9

内閣官房気候変動の影響への適応計画11

環境省G7富山環境大臣会合52016

外務省G7伊勢志摩首脳宣言附属文書「質の高いイン
フラ投資の推進のためのG7伊勢志摩原則」

5

林野庁森林・林業基本計画5

関係省庁連絡会議愛知目標の達成に向けて加速する施策12

環境省第５次環境基本計画42018

内閣府経済財政運営と改革の基本方針201962019

内閣府未来投資戦略20196

内閣府まち・人・しごと創生基本方針20196

内閣府国土強靭化年次計画20196

自治体へのグリーンインフラの支援（総合政策局）

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001405585.pdf

地域へのグリーンインフラの整備支援 （都市局）

https://www.mlit.go.jp/toshi/park/content/001397157.pdf

流域治水とグリーンインフラ

国土交通省 https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/130500/kensetsu/gensaikyogikai_hidaka_d/fil/2106_10_siryou7-1.pdf

流域治水とグリーンインフラ

緊急治水対策プロジェクト  https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000767272.pdf 
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既に計画にグリーンインフラ、Eco-DRRという言葉を位置づけている

グリーンインフラ、Eco-DRRという言葉は使っていないが、考え方に沿った内容を位置づけている

今後、グリーンインフラ、Eco-DRRの位置づけを検討したい

現時点ではグリーンインフラ、Eco-DRRに関する検討は考えていない

わからない・把握していない

策定していない

不明

緑の基本計画のグリーンインフラの位置付け
（2020年調査）
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地方自治体の行政計画の位置付け、事業の実施状況
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すでに導入している

今後導入することを計画している

まだ計画はないが、導入に関心がある

現在取り組んでおらず、今後も取り組む意向はない

自治体内では対象となる場所・地域が想定されない

わからない

不明

緑地を持った雨水浸透施設の整備
（2020年調査）

出典：西田ほか（2024）地方自治体の規模がグリーンインフラ、生態系を活用した防災・減災の政策に及ぼす影響
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京都の雨庭・グリーンインフラ

都都市市ににおおいいてて、、雨雨水水浸浸透透・・貯貯留留のの場場所所をを増増ややししてて、、洪洪水水ののリリススククをを下下げげるる
ささららにに、、都都市市にに緑緑地地をを創創出出ししてて、、生生物物多多様様性性保保全全にに貢貢献献すするる

京都市HP https://www.city.kyoto.lg.jp/kensetu/page/0000291580.html

さまざまなグリーンインフラ

麻機遊水地の多様な利用（静岡市）

震災後の海岸林の造成と緑の防潮堤（仙台市）

雨水貯留浸透機能を備えた植栽帯（左札幌市 右京都市）

緑豊かな商業施設（いなべ市）

国土交通省（2023）グリーンインフラ推進戦略2023

15

グリーンインフラ実践ガイド（2023）

出典：グリーンインフラ実践ガイド（国土交通省）
○本ガイドでは、グリーンインフラの実践を目指す地方公共団体をはじめと
した多様な地域主体に向け、グリーンインフラの基本的な考え方や主な取組、
まちづくり・公園・道路・河川・港湾・海岸などの様々な場⾯における実践
のポイントを解説しています。

豪雨災害
新型
コロナ

震災
復興

SDGs社会動向 TNFD人口減少
社会

日本のグリーンインフラの社会実装の動き

パリ協定 COP15

2012 2014 2016 2018 2020 2022          2024

行政

民間事業

学会・研究

国GI推進戦
略の公表

国計画へのGIの
位置付け

自治体計画の
GIの位置付け

GI官民連
携PFの設

立

GI研究会

事例分析

GIJ（学会）

GI/Eco-DRR
ガイド

GI大賞

社会実装

ポテンシャル評価・効果検証

国GI推進戦
略の改訂

GI産業展

流域治水
関連法

GI補助金

モデル事業

民間ガイド

GI公共事業

GI民間事業
市民活動

市民活動

グリーンインフラ先⾏事例の分析研究

都都市市洪洪水水
のの抑抑制制

良良好好なな生生物物
多多様様性性保保全全

賑賑わわいいのの向向
上上

イインンフフララ施施設設
のの整整備備・・拡拡充充

民民有有地地のの
屋屋上上緑緑化化のの推推進進

市市民民参参加加型型
モモニニタタリリンンググ

個個人人庭庭のの
雨雨水水浸浸透透のの促促進進

商商業業施施設設にに
併併設設さされれたた

緑緑溝溝やや一一時時貯貯留留地地

＋＋環環境境整整備備

企企業業のの誘誘致致

観観光光客客数数増増加加

地地価価のの上上昇昇

税税収収のの増増加加

交交流流拠拠点点のの
整整備備

緑緑地地のの整整備備

公公共共空空間間のの
雨雨庭庭のの整整備備

多多様様なな主主体体のの
連連携携

多多様様なな土土地地のの
利利用用

ググリリーーンンイインンフフララ整整備備 持持続続的的なな
管管理理・・経経営営

雨雨水水流流出出抑抑制制

水水質質汚汚濁濁改改善善

景景観観のの向向上上

生生物物のの生生息息のの場場 市市民民のの健健康康のの促促進進

交交流流のの場場のの提提供供

環環境境教教育育的的効効果果

都都市市ススケケーールルのの
雨雨水水管管理理計計画画

普普及及啓啓発発
イイベベンントト・・PPRR

目目的的 守守るる 活活かかすす 対対策策にによよるる効効果果

写真︓環境省(2016) 生態系を活用した防災減災の考え方

グリーンインフラ研究会 ほか
(2017) 決定版︕グリーンインフラ
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国の⾏政計画におけるグリーンインフラの導入
国土交通省国土形成計画（全国計画）82015

国土交通省国土利用計画（全国計画）8

国土交通省社会資本整備重点計画9

内閣官房気候変動の影響への適応計画11

環境省G7富山環境大臣会合52016

外務省G7伊勢志摩首脳宣言附属文書「質の高いイン
フラ投資の推進のためのG7伊勢志摩原則」

5

林野庁森林・林業基本計画5

関係省庁連絡会議愛知目標の達成に向けて加速する施策12

環境省第５次環境基本計画42018

内閣府経済財政運営と改革の基本方針201962019

内閣府未来投資戦略20196

内閣府まち・人・しごと創生基本方針20196

内閣府国土強靭化年次計画20196

自治体へのグリーンインフラの支援（総合政策局）

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001405585.pdf

地域へのグリーンインフラの整備支援 （都市局）

https://www.mlit.go.jp/toshi/park/content/001397157.pdf

流域治水とグリーンインフラ

国土交通省 https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/130500/kensetsu/gensaikyogikai_hidaka_d/fil/2106_10_siryou7-1.pdf

流域治水とグリーンインフラ

緊急治水対策プロジェクト  https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000767272.pdf 
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既に計画にグリーンインフラ、Eco-DRRという言葉を位置づけている

グリーンインフラ、Eco-DRRという言葉は使っていないが、考え方に沿った内容を位置づけている

今後、グリーンインフラ、Eco-DRRの位置づけを検討したい

現時点ではグリーンインフラ、Eco-DRRに関する検討は考えていない

わからない・把握していない

策定していない

不明

緑の基本計画のグリーンインフラの位置付け
（2020年調査）
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地方自治体の行政計画の位置付け、事業の実施状況
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すでに導入している

今後導入することを計画している

まだ計画はないが、導入に関心がある

現在取り組んでおらず、今後も取り組む意向はない

自治体内では対象となる場所・地域が想定されない

わからない

不明

緑地を持った雨水浸透施設の整備
（2020年調査）

出典：西田ほか（2024）地方自治体の規模がグリーンインフラ、生態系を活用した防災・減災の政策に及ぼす影響
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グリーンインフラ産業展（2023-2025）
開催時期︓２０２５年１月２９日（水）〜１月３１日（⾦）
開催会場︓東京ビッグサイト 南ホール
主 催︓日刊工業新聞社 共催︓グリーンインフラ官⺠連携プラットフォーム
後 援︓国土交通省、農林水産省、環境省、経済産業省、⾦融庁
協 ⼒︓公益社団法人2027年国際園芸博覧会
備 考︓４展同時開催（グリーンインフラ・宇宙・防災・G空間EXPO）

 ３⽇間累計⼊場者数︓26,338人（前回︓20,436人）
    出展者数︓87社・団体（前回︓82社・団体）

まとめ（西田）

1. ネイチャーポジティブに向けた社会動向、政策展開

2. グリーンインフラの社会実装の現状

3. NP社会実現に向けた課題と方向性

• 社会実装の方向性、アプローチ

• 社会実装・事業において求められる人材

ありがとうございました
⻄⽥ 貴明

075-705-3078
nishida@cc.kyoto-su.ac.jp

http://www.kyoto-su.ac.jp/faculty/professors/ls/nishida-takaaki.html
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国土交通省（2021）国土の長期展望専門委員会 第12回 資料

施工管理技術の不足
• 現場適応性の高いGI技術

• 不確実性の高いGIの評価手法

資金の不足
• 自然環境、緑地の維持管理コスト
• 持続的な資金確保の枠組み

実施体制の不足
• 多様な主体の連携体制

• 計画策定、合意形成プロセス

評価・施工技術の進歩
• 生態系モニタリング、データ共有
• 環境、生物多様性配慮技術

事業機会の拡大
• 公共空間での官民連携の機会
• ESG投資等に対する気運

分野横断プラットフォームの構築
• 行政計画における位置づけ

• 多様な主体が参加する場の形成

グリーンインフラの課題

課題解決に向けた機会

出典：西田（2019）日本のググリリーーンンイインンフフララの
あり方-これまでの議論,今後の展望-

グリーンインフラの推進における課題と解決に向けた機会

グリーンインフラの評価研究
災害からの安全度と自然の恵みの豊かさ

総合地球環境学研究所（JADRES: https://j-adres.chikyu.ac.jp）

凹地⽔⽥は地表⽔を多く貯留できる

※ ⽔害統計から作成した洪⽔頻度の図
⾊が濃いほど洪⽔発生回数が多い

凹地⽔⽥は地表⽔を多く貯留できる

平地⽔⽥は貯留できる⽔が少ない

凹水田は防災・保全機能が高い

Osawa et al. （2019）, Osawa et al. (2020)

モデル地域における社会実装研究

• グリーンインフラ計画（事業）構築までに必要なプロセスの把握
• 関係主体の働きかけと各主体の動き（アクション）を分析

地地域域ににおおけけるるGGIIのの社社会会実実装装ののププロロセセススのの整整理理

1. 地地域域のの特特徴徴をを知知るる

・地域の社会的な課題を整理する ・地地域域特特性性(自自然然的的、、社社会会的的条条件件)、、
伝伝統統知知・・地地域域知知をを把把握握すするる ・地域の潜在的な空間、関係者を把握する 
2. 地地域域のの計計画画(構構想想)をを創創るる

・地地域域でで目目指指すす取取組組をを探探すす(雨雨水水浸浸透透貯貯留留、、農農地地活活用用、、森森林林管管
理理等等) ・検討するチームをつくる(市民・NPO、有識者、企業、自治体等) ・地域

の計画をつくる(空間計画、スケジュール) 
3. 地地域域のの取取組組・・事事業業をを始始めめるる
・実施するチームをつくる(官民連携・市民連携) ・取組・事業に必要な資金を集
める ・小さな取組(スモールプロジェクト)をはじめてみる 

地域のグリーンインフラ・Eco-DRRの社会実装の方法の体系化

28

地地域域ののアアククシショョンンのの分分析析

連携協働のプラットフォームを活用した政策の推進

グリーンインフラ研究会HP
（http://greeninfra.net/）

連連携携ププララッットト
フフォォーームム

事業創出 事業機会の拡大
円滑な協働連携

研究開発

社会発信

企企業業

大大学学・・研研究究機機関関

分野間の知見融合
優良事例の共有

行行政政

シシンンククタタンンクク

・・ココンンササルルタタンントト会会社社 市市民民団団体体

シナジーの発揮
発信力強化

多様な主体、異分野の連携による政策展開の支援

グリーンインフラ官⺠連携プラットフォーム（2020年〜）

都道府県
市区町村

関係府省庁 ⺠間企業
学術団体等

個⼈会
員

活
動
内
容

グリーンインフラ官⺠連携プラットフォーム（R2.3設⽴）

企画･広報部会 技術部会 ⾦融部会 ■ 一号会員(都道府県及び市区町村)■ 二号会員(関係府省庁)
■ 三号会員(⺠間企業、学術団体等)■ 四号会員(個人)

運
営
体
制

グリーンインフラの
資⾦調達の検討

 多様な資⾦調達のあり
方を検討するための地
域モデル実証の実施

 ⾦融視点からのグリー
ンインフラの評価指標
の検討 等

グリーンインフラ技術の
調査・研究

 グリーンインフラ効果の
⾒える化を図る評価⼿法
の体系的な整理

 グリーンインフラ技術の
効果的活用方策に関する
検討 等

グリーンインフラの
社会的な普及

 会員同士のパートナー
シップ構築拡大

 グリーンインフラ大賞
 会員参加型の広報の検

討 等

会     ⻑︓

会⻑代理︓

運営委員⻑:

⻄澤敬⼆（経団連⾃然保護協議会 会⻑）

涌井史郎（東京都市⼤学 環境学部 特別教授）

石⽥東生（筑波⼤学 名誉教授）

※会員申込みはこちらから
グリーンインフラ官⺠連携
プラットフォームWEBサイト

https://gi-platform.com/

○ 国土交通省において、産学官の多様な主体が参画し、グリーンインフラに関する様々なノウハウ・技術等を持ち寄る場として、
「グリーンインフラ官⺠連携プラットフォーム」を令和２年３月に設⽴。

○ 「企画・広報部会」、「技術部会」、「⾦融部会」を設置し、グリーンインフラの社会的な普及、活用技術やその効果評価等に
関する調査・研究、資⾦調達⼿法等の検討を進め、グリーンインフラの社会実装を推進。
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グリーンインフラ産業展（2023-2025）
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開催会場︓東京ビッグサイト 南ホール
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協 ⼒︓公益社団法人2027年国際園芸博覧会
備 考︓４展同時開催（グリーンインフラ・宇宙・防災・G空間EXPO）

 ３⽇間累計⼊場者数︓26,338人（前回︓20,436人）
    出展者数︓87社・団体（前回︓82社・団体）

まとめ（西田）

1. ネイチャーポジティブに向けた社会動向、政策展開

2. グリーンインフラの社会実装の現状

3. NP社会実現に向けた課題と方向性

• 社会実装の方向性、アプローチ

• 社会実装・事業において求められる人材

ありがとうございました
⻄⽥ 貴明

075-705-3078
nishida@cc.kyoto-su.ac.jp

http://www.kyoto-su.ac.jp/faculty/professors/ls/nishida-takaaki.html
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（３）今後の交流・研究会の形態としては、今回と同じ「連続セミナー方式」がよいとす
るものが 5名、連続出席を前提とせず、毎回多くの参加者が集まれるような方式が 2名で
あり、メンバーを限定して深く掘り下げる方式よりは、ある程度の自由度を持たせた連続
セミナー方式等の方が望ましいという回答が多かった。また、対面参加の促進、知見をシ
ェアできるワークショップの開催を希望するとのコメントがあった。 
（４）交流・研究会の成果・報告については、現在、前期分を「学習内容を取りまとめ
た、一般的な入門書、ガイドブック、パンフのような報告書」として作成中であるが、今
回の事後アンケート結果でも、今後も同様な成果・報告を希望するものが 4名であった
他、専門的な報告書、行政等への提案書を希望するものがそれぞれ 1名あり、専用Web
サイトを作成すればよいとの回答も 1名からあった。 
（５）その他のコメントとしては、前述の対面参加の促進の他、対面参加が困難な参加者
向けのWEB方式に限定した交流・研究会が 現在の対面とWEB並行型での相互交流が
難しいため有効との提案があった。 
 
33.. 今今後後のの方方向向ににつついいてて  

2025 年度後期以降の社会人向け交流・研究会の開催方式、テーマ等については、環
境情報科学センターの企画委員会（社会人WG）で検討中であり、今回のアンケート
結果も踏まえて方針を決定し 2026 年度から開催する予定である。
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参参考考資資料料  44  
社社会会人人向向けけ交交流流・・研研究究会会  全全体体的的なな評評価価等等ににつついいてて  

2025.11.18 CEIS 事務局  
 

第 4 回講演会の事後アンケートで実施した、交流・研究会の全体的な評価及び 2025 年
度後期以降の交流・研究会に対する要望等については、以下のとおりである。なお、回答
者数は 8名であり、全参加者に対する回答率は 47％（全参加者 17名）である。 
 
11.. 第第１１回回～～４４回回のの全全般般的的なな評評価価  （（表表１１参参照照））  
（１） 第１回～４回を通じた全体的な評価については、全員 8名が、「大変良かった」
との回答であった。ネイチャーポジティブについて体系的に学べる大変よい機会だった、
最新の知見を得ることができ大変勉強になった、ネイチャーポジティブに関する課題につ
いて多角的に学ぶことができとても有意義だった等のコメントがあった。 
（２） 特に良かったテーマとしては、生物多様性や生態系サービスの評価や将来予測
（第２回）が３名、企業活動との関係（第３回）が 3名であった。その理由として、自身
の業務等と関係するものが選定されていたようであり、第２回では難しさを感じていた地
域での評価について最新の知見を得ることができたこと、生物多様性や生態系サービスの
評価手法等幅広い最新動向を体系的に学べたこと等が、また、第３回では海外の動向を含
め、最先端の政策や産業界の動き等を一望でき、視点を広げることができた等が挙げられ
た。なお、多様な視点から幅広く議論できたことが、環境意識を高めるきっかけとなった
ため、全回が有益であったとのコメントがあった。 
  
22..  22002255 年年度度後後期期  以以降降のの  社社会会人人向向けけ交交流流・・研研究究会会へへのの希希望望等等ににつついいてて（（表表１１  参参照照））  
（１）今後の交流・研究会への参加については、ぜひ今後も参加したいが 3名、テーマや
開催形式によるが参加したいが 4名、テーマや開催形式により考えるが 1名と回答のあっ
た全員がほぼ前向きであった。その理由としては、自身の実務や研究活動に役立つこと、
今回、自分自身の関心のあるテーマに限らず、視野を広げて取り組むことの重要性を感じ
たこと、第一線の方々の話から理解を深めてキャリアや業務に活かしたいこと等があっ
た。 
（２）今後のテーマの希望としては、a.GXの促進と環境情報科と、b.持続可能性・SDGs
の達成とWell-being が各２名であり、c.地球温暖化対策と適応（熱中症対策等を含む）、
d.循環経済への転換とプラ条約と前期の交流・研究会のフォローアップとなりうる、f.ネイ
チャーポジティブの実践と企業・金融界の動向が各 1名であった。また、その他として
「GX×ICTの動向」、「地域から実現するネイチャーポジティブと生物多様性評価」との
回答が 1件ずつあった。回答数が少ないため、2025 年度後期以降のテーマについては慎重
に検討する必要があると考えられる。 
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（３）今後の交流・研究会の形態としては、今回と同じ「連続セミナー方式」がよいとす
るものが 5名、連続出席を前提とせず、毎回多くの参加者が集まれるような方式が 2名で
あり、メンバーを限定して深く掘り下げる方式よりは、ある程度の自由度を持たせた連続
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ェアできるワークショップの開催を希望するとのコメントがあった。 
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た、一般的な入門書、ガイドブック、パンフのような報告書」として作成中であるが、今
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33.. 今今後後のの方方向向ににつついいてて  

2025 年度後期以降の社会人向け交流・研究会の開催方式、テーマ等については、環
境情報科学センターの企画委員会（社会人WG）で検討中であり、今回のアンケート
結果も踏まえて方針を決定し 2026 年度から開催する予定である。
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表表 22  項項目目別別ののココメメンントト  

項目 コメント 
1(1) 全体的な
評価・感想 

・業務の都合で参加回数が限定されてしまいましたが、参加した回に
ついては最新の知見を得ることができ大変勉強になりました。 
・ネイチャーポジティブについて体系的に学べる大変よい機会だった 
・ネイチャーポジティブに関する課題について多角的に学ぶことがで
き、とても有意義でした。生物多様性や生態系サービスの評価・将来
予測が進み、科学的根拠に基づいた意思決定が可能になりつつある点
が特に印象的でした。企業活動においても、金融や情報開示を通じて
自然との関わりが問われており、リスクと機会の両面で受容性が高ま
っていると実感しました。また、具体的な企業事例を知ることで政策
と現場のつながりを理解でき、今後のキャリア形成にも活かしていき
たいと感じました。 
・国際的な動向、政策の動向など貴重な情報をいただけたと思いま
す。 

1(2) 特に良か
ったテーマ  

（（第第２２回回））  
・地域での評価について難しさを感じていたので、最新の知見を知れ
てよかった。 
・自身の抱えているテーマが整理できた。 
・生物多様性や生態系サービスの評価手法、将来予測、GEO BON
（The Group on Earth Observations Biodiversity Observation 
Network (GEO BON)）の機能、気候変動との接続性など、幅広い
最新動向を体系的に学べた点が印象的でした。また、NFF（Nature 
Futures Framework）を通じて多様な価値観を整理し、科学的根拠
だけでなく文化的・社会的背景も反映した未来ビジョンの重要性が
示されたことも新鮮でした。さらに、地域ごとの課題に応じた指標
設定と国際的枠組みとの整合という実務的課題にも触れられ、理論
と実践の両面から深い学びが得られた点が特に良かったです。 
（（第第３３回回））  
・海外の動向を含め、視点を広げることができた。 
・国際的なＮＰ関連の最先端の各国政策や産業界動向が一望でき、あ
りがたく思います。 
・講演が興味深く、かつ分かりやすかった。 
（（そそのの他他））  
・1985 年から環境コンサルに就職しましたので、当時と比べると隔
世の感があるなあ、と思いながら、毎回拝聴しておりました。良いほ
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表表 22  項項目目別別ののココメメンントト  

項目 コメント 
1(1) 全体的な
評価・感想 

・業務の都合で参加回数が限定されてしまいましたが、参加した回に
ついては最新の知見を得ることができ大変勉強になりました。 
・ネイチャーポジティブについて体系的に学べる大変よい機会だった 
・ネイチャーポジティブに関する課題について多角的に学ぶことがで
き、とても有意義でした。生物多様性や生態系サービスの評価・将来
予測が進み、科学的根拠に基づいた意思決定が可能になりつつある点
が特に印象的でした。企業活動においても、金融や情報開示を通じて
自然との関わりが問われており、リスクと機会の両面で受容性が高ま
っていると実感しました。また、具体的な企業事例を知ることで政策
と現場のつながりを理解でき、今後のキャリア形成にも活かしていき
たいと感じました。 
・国際的な動向、政策の動向など貴重な情報をいただけたと思いま
す。 

1(2) 特に良か
ったテーマ  

（（第第２２回回））  
・地域での評価について難しさを感じていたので、最新の知見を知れ
てよかった。 
・自身の抱えているテーマが整理できた。 
・生物多様性や生態系サービスの評価手法、将来予測、GEO BON
（The Group on Earth Observations Biodiversity Observation 
Network (GEO BON)）の機能、気候変動との接続性など、幅広い
最新動向を体系的に学べた点が印象的でした。また、NFF（Nature 
Futures Framework）を通じて多様な価値観を整理し、科学的根拠
だけでなく文化的・社会的背景も反映した未来ビジョンの重要性が
示されたことも新鮮でした。さらに、地域ごとの課題に応じた指標
設定と国際的枠組みとの整合という実務的課題にも触れられ、理論
と実践の両面から深い学びが得られた点が特に良かったです。 
（（第第３３回回））  
・海外の動向を含め、視点を広げることができた。 
・国際的なＮＰ関連の最先端の各国政策や産業界動向が一望でき、あ
りがたく思います。 
・講演が興味深く、かつ分かりやすかった。 
（（そそのの他他））  
・1985 年から環境コンサルに就職しましたので、当時と比べると隔
世の感があるなあ、と思いながら、毎回拝聴しておりました。良いほ
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参参考考資資料料 55  
22002255 年年度度前前期期  社社会会人人向向けけ交交流流・・研研究究会会のの状状況況  

（第 4回 2025.9.17、於 環境情報科学センター会議室 対面・Web 開催） 
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う、面白いほうに向かっていてうれしいです。2030 年、2050 年を迎
えるのが楽しみです。 
・ネイチャーポジティブについて多様な視点から幅広く議論できたこ
とは、自身の環境意識を一層高めるきっかけとなりました。今後の業
務においても、環境との関わり方をより意識し、考えていきたいと思
います。 

2(1) 交流・研
究会への参加 

・学会が社会人にこのような学びの機会を与えてくれるのは大変あり
がたい。機会があれば、他のテーマでもぜひ参加したい。 
・実務や研究活動に役立つため。 
・貴重な機会をいただいたことで、自分自身の関心のあるテーマに限
らず、視野を広げて取り組むことの重要性を感じました。 
・今後も国際的な動向や最新の取組について学び、第一線の方々の話
から理解を深めてキャリアや業務に活かしたいと考えています。ま
た、次回以降参加させていただく機会がございましたら、自身の業務
内容も積極的に共有できるよう努めたいです。 

2(2) その他の
テーマ  

・GX×ICTの動向 
・地域から実現するネイチャーポジティブと生物多様性評価 

2(3) その他の
具体的な形態 

・関連する業務の人もいるので、知見をシェアできるワークショップ
があると面白い。 
・対面参加できたのは１回だけでしたが、西田先生・村上先生がおっ
しゃるように、ぜいたくな勉強の機会だと感じました。その後業務多
忙となってしまったのが残念です。 

2(4) 交流・研
究会の成果、報
告 

・業種横断で知見を集め、短くてもいいので何らかの提案が出せると
よい。 
・専用ウェッブサイト 

2(5) その他の
アドバイス 
 

・東京からの参加者には、できるだけ多くの人に現地参加してもら
い、交流を深めたい。 
・私は最終回を含め複数回の対面参加でき、大変有意義な勉強ができ
感謝しております。遠方の方々や家庭事情がある方々の場合、夕方の
対面参加は厳しいことも多いかもしれませんので、対面がご不便な
方々向けにWEB方式に限定したシリーズ（対面＋WEB並行型での
相互交流が難しいため）もあれば幸いに思います。 
・若手研究者への広報 
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一社 環境情報科学センター 企画委員会委員名簿 （2025.12.1） 
   

1 ・委員長 村上暁信  筑波大学 CEIS 常務理事  
2  ・   荒井眞一  環境情報科学センター事務局 CEIS 常務理事  
3  ・  ○一ノ瀬友博 慶応義塾大学 CEIS 理事  
4  ・   小谷幸司  日本大学 CEIS 理事 
5    小林 剛  横浜国立大学 CEIS 理事 
6    竹内彩乃  東邦大学 CEIS 理事 
7    土屋依子  目白大学 CEIS 理事 
8  ・   久保田 泉 国立環境研究所 
9   ◎西田 貴明 京都産業大学 
10    平野勇二郎 国立環境研究所 
11    本田 智則 産業技術総合研究所 
12  ・   前田 恭伸 静岡大学 
13    松井 孝典 大阪大学 
14    芳賀 智宏 大阪大学 

（順不同） 
     ・： 社会人WGメンバー 
   ◎： 2025 年度社会人向け交流・研究会 リーダー、〇: 同サブリーダー 
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